
本共同研究「元禄『堺大絵図』に示された堺の都市構造に関する総合的研究」において，活動の

一環として，本館蔵「元禄二年堺大絵図」（資料番号H-115，全 10 枚）について，修理，撮影，お

よび展示を行ったため，これについてまとめておきたい。

1　修理

「元禄二年堺大絵図」は，新たに見いだされた絵図として，1977 年に前田書店より刊行されたも

ので，その後，文化庁の所蔵を経て，1981 年 4 月 14 日（国立歴史民俗博物館が設置された法律上

の日付）に，管理換えによって国立歴史民俗博物館の所蔵となっている。

その後，国立歴史民俗博物館においては，2007 年の企画展示「西のみやこ 東のみやこ」で一部を

展示するなどの利用はされてきたが，巨大であり，しかも10 枚が  1つの軸に重ねて巻かれているという，

きわめて扱いにくい形状であるため，閲覧は容易でなく，保存上も好ましくない状態であった。

本共同研究においても，この絵図を詳細に検討するためには，高精細のデジタル撮影を行って，

図1　修理前の状況。裏打ちが厚く，大きく波打っている。
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データとして検討を行うことが効果的であると判断された。しかし，資料の状態は，表装の質が悪

く，特に裏打ち紙に厚いものが使用されていたため，多くの「折れ」が生じ，激しく波打つ結果と

なっていた（図 1）。このままの状態では平面性を保持することが困難で，撮影しても「折れ」に

よる歪みの大きいものになってしまうことが明らかで，撮影よりも先に修理を行うことが必要，と

いう結論に達した。そのため，館の資料補修経費と共同研究経費を合わせる形で，本格的な修復を

行った。

修理は，（財）元興寺文化財研究所に委嘱し，2ヶ年に分けて行った。まず 2010 年度には，仕様の

確定も兼ねて，比較的小さく，貼り重ねも少ない 2点（H115-8，H-115-10）を対象とし，結果が良

好であることを確認した上で，2011 年に残りの 8点（H-115-1 ～ 7，H-115-9）についても同様の

方法で行った。

主な仕様は，下記のようである。

①処理前写真を撮影し，処理前の状態を記録する。

②必要に応じて彩色部分に膠水を塗布または噴霧し，にじみ止めと剥落止めを施す。

③加湿しながら旧裏打ち紙，旧肌裏紙，旧繕い紙を除去する。（図 2  裏打ち紙の剥離）

図5　中性紙の収納箱図4　貼り紙の貼り戻し

図3　本紙の漉嵌図2　裏打ち紙の剥離
（修理作業についての図2～図6は元興寺文化財研究所提供）
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④本紙の貼り紙・付箋を剥がす。

⑤必要に応じ，本紙の貼り合わせを剥離する。

⑥重なっている破片を元の位置に戻し，ずれている描線を修正する。

⑦本紙および貼り紙・付箋の裏側から，漉
すきばめ
嵌法* で和紙繊維を補填する。（図3 本紙の漉嵌）

（* 本紙の虫穴や欠損部分に，裏面から和紙繊維を分散させた溶液を流し込んで補填する修理方法）

⑧濾紙に挟んでプレスしながら自然乾燥させる。

⑨元通りに貼り継ぐ。

⑩貼り紙などを貼り戻す前に，本紙および貼り紙などのそれぞれを，4× 5インチカラーフィルム

で写真撮影を行う。

⑪貼り紙，付箋を元の位置に貼り戻す。下の部分が見えるように，めくれる状態で貼る。（図 4　貼

り紙の貼り戻し）

⑫中性紙製の巻軸（径 7cmの筒）に巻く。

⑬中性紙ボードで箱（軸受け付き）を作成し，1点ずつ収納する。（図 5　中性紙の収納箱）

⑭処理後写真を撮影し，修理報告書を作成する。

結果として，「折れ」は解消され，1点ずつ収納する形にしたため，取り扱いの便は大きく改善し

た。また，貼り紙をすべて下の部分が見えるようにめくれる形で貼ったことによって，各段階での

状況を原本で確認できるようになった。

一方，貼り紙部分の取り扱いは難しくなり，また貼り重ねが多い部分は，全体的に裏打ちを薄く

したこともあって，厚みが相当異なることとなった。この他，ずれていた描線の位置を合わせるた

めに本紙に歪みが生じた場合もあり，中性紙軸に巻く際には，ゆるめに巻き付けるなどの注意が必

要になっている。

なお，今回の修理によって，絵図に描かれた大仙陵（いわゆる仁徳天皇陵）は，実は貼り紙であっ

て，当初は描かれていなかったことがわかった。実際には絵図の範囲からはみ出してしまうこの陵

墓をあえて貼り紙で入れたのは，何時であり何故なのか，修復によって生じた新たな謎である。

2　撮影

（1）　修復時の撮影

上記修復の際，貼り紙・付箋類をすべてはずした，すなわち絵図の制作当初の状態で 4× 5カラー

ポジによる撮影を行った。

また，外した貼り紙・付箋類についても，4× 5カラーポジによる撮影を行った。（図 6 取り外し

た貼り紙・付箋類（H-115-6 の一部））

 （以上の撮影は，元興寺文化財研究所による。）

（2）　修復後の撮影

修復納品後，国立歴史民俗博物館において，高精細のデジタル撮影を行った（撮影は 2012 年 7 月

11 日。撮影者は記録担当専門員勝田徹）。機材は，8000 万画素のデジタルバッグを用い，付箋の最
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図6　取り外した貼り紙・付箋類（H-115-6の一部）

図7　撮影時の貼り紙・付箋類の処理

も細かい文字まで判読できることを確認して撮影している。

問題となったのは，貼り紙・付箋類の処理で，いったんそれらの表面が見える状態で撮影した後，

すべてめくって，ガラス製のおはじきやプレパラートを置き，下に書かれた文字などが見えるよう

にして撮影した（図 7）。たとえば，H-115-6 の戎島付近は，まず 1ヶ所付箋が貼られ，その後大き

く 2回貼り紙がなされているため，計 4回同じ場所を撮影している（図 8-1 ～ 4）。絵図の変遷を理

解することが可能である。
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図8　四重に紙が重なった戎島付近の撮影

① ②

④③
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3　展示

修復と撮影を受けて，絵図を公開し，また共同研究の成果発表のひとつとして，特集展示「元禄

の堺大絵図―巨大都市図を歩く―」を開催した。会場は，国立歴史民俗博物館の総合展示第 3展示

室（近世）内の特集展示室を使用し，会期は，2012 年 12 月 18 日（火）～ 2013 年 1 月 27 日（日）

であった。

目玉の 1つは，床全面に貼りだした，約 6× 10mにもなる原寸大絵図の写真シールで，絵図の上

を歩きながら見ていくことができる，文字通りの「巨大都市図を歩く」展示であった（図 9）。貼り

紙・付箋類を取り外した状態の写真を用いたため，当初の姿が初めて公開されたことにもなった。

この写真は，解説シートにも掲載して，印刷物としても提供した（図 10）。

実物の絵図も当然展示した。対象としては，展示ケースに最大限入る 5枚（H-115-5,6,7,8,9）を

選んだ。1枚が 1辺 2mを超えるほどの大きな絵図であり，また貼り紙などが多いため，展示方法

にも工夫し，鉄板の上にフェルトを貼った斜台を新たに制作して，それに磁石で貼り付ける方法を

取った（図 11）。

この他の実物資料としては，館蔵資料から，「Sacay（堺）」の記載がある「テイセラ日本図」（1595

年，銅版手彩色），「和泉名所図会」（寛政 8年 <1796> 刊行），「嘉永改正堺大絵図」（嘉永 4年 <1851>

版，木版色刷），「嘉永改正堺大絵図」（文久 3年 <1863> 版，木版色刷）を展示した。

また，パネルによって，空中写真による当時の海岸線，発掘による遺構の分布状況，寺院や山口

家住宅，清学院（山伏・寺子屋）などの現存する建物との関係，絵図の当初の状態と現状の違い，

などについて示し（図 12），iPad を用いたコンテンツ「今の堺，昔の堺」を制作して，現代の地図

と「元禄二年堺大絵図」を重ね合わせる試みを行った（図 13）。

図9　床に原寸大シールが貼られた展示室
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図10　特集展示の解説シート
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図11　絵図原本の展示状況 図12　 解説パネル
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図13　iPadを用いたコンテンツ「今の堺、昔の堺」 
（制作は共同研究員の髙屋麻里子氏が担当）

（国立歴史民俗博物館研究部）

（2016 年 1 月 25 日受付，2016 年 3 月 29 日審査終了）


